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第 116回奈良医学会記事

平成7年 10月 28日(土〉

会場奈良医大臨床第 1講義室

1) 特別養護老人ホーム新規入所者に対する精神医学 Girma， J.-P.， M町民D

的研究 von Willebrand因子(vWF)遺伝子Exon28のA1

奈良医大精神医学教室 domainに，稀な一塩基置換(Arg61lCysあるいは

三宅雅一，岸本年史，森川将行 Arg61lHis)を有する患者 5家系を発見した.それらの血

木寺克樹，井川玄朗 竣および血小板vWFは，1)高分予multimerの低下と

医療法人鴻池会秋津鴻池病院

平井基陽，南 溢

1)ー特別養護老人ホームに新規に入所した 244人を対

象に，“prospective"な精神医学的研究をおこなった.2) 

精神症状は全体の 77.9%に，問題行動は 44.3%に認め

た.3)アノレツハイマー型痴呆(DAT)では I俳佃」が，脳

血管性痴呆(VD)では I俳佃J I迷子J I大声をあげる」

が重度痴呆の者に多かった.4)経時的には， DATは痴呆

が進行，問題行動が増加した.また DAT，VDともに重

度痴呆ほど問題行動が増加した.

2) コリン欠乏アミノ酸(CDAA)食により誘発され

るラット肝発癌及び肝硬変の acetylsalicylic

acid (ASA)とp-bromophenacylbromide 

(BPB)による抑制

奈良医大附属がんセンター腫療病理学教室

遠藤武弘，停田阿由美，小林永策

真嶋敏光，小檀久仁彦，小林洋三

中江 大，小西陽一

低分子multim巴rの増強， 2)血小板膜GPlbへの結合能

の著しい低下， 3)209kDaの異常還元fragmentの出現を

示した.

4) エヂオニン添加コリン欠乏アミノ酸(CDAA)食

によるラット肝発癌に対する DPPDによる抑制

奈良医大附属がんセンター腫湯病理学教室

小林永策，辻内俊文，中江 大

水木靖士，安藤信明，遠藤武弘

北田裕陵， 1専回阿由美，堤 雅弘

小西陽一

CDAA食にエチオニンを添加すると CDAA食の肝発

癌効果が増強されるが，エチオニンの肝発癌促進作用に

酸化性ストレスが関与することを報告してきた.今回エ

チオニン添加 CDAA食に抗酸化剤DPPDを添加するこ

とで肝発癌が抑制されるか否かを検索した. DPPDは，

エチオニン添加 CDAA食でみた肝病変， TBARS生成，

種々の癌遺伝子の発現を抑制した.結果より，酸化性ス

トレスを抑制することにより肝発癌性を抑制しうること

〔目的)CDAA食を投与すると脂肪肝，肝硬変の誘発に が示唆された.

伴って肝細胞癌を誘発する.この発癌機構には内因性に 5) ゲルの相転移が調節に与える影響

産生される活性酸素の関与が推測されている.今回，種 奈良医大眼科学教室

々のアラキドン酸(AA)代謝阻害剤を用い，この発癌機 松浦豊明，原 嘉昭，西信元嗣

構への AA代謝の関与について検索した. (結果)ASA 水晶体は近見時はその曲率半径を大きくするだけでな

は， CDAA食による前癌性病変および肝硬変の誘発を抑 く，遠見時と比べて水晶体内部の屈折率が高くなってい

制した.また BPBも軽度ではあるが同様な抑制を示し るのである.このことは以前から示唆されていたが，水

た.(結語)CDAA食によるラット肝発癌及び肝硬変誘発 晶体ゲノレの相転移によることが示された.そのため人の

機構への AA代謝の関与が示唆された. 調節には早いモードの調節と比較的遅いモードの調節の

3) von Willebrand因子(vWF)遺伝子の一塩基置換 2つから成り立つことが考えられた.また水晶体ゲノレと

(Arg611Cysあるいは Arg611His)が血媛および して安定な状態は調節時(近見時〕であることがわかった.

血小板中の vWFの構造と機能に及ぼす影響 6) HIV-1持続感染とポリADPリボースポリメラーゼ

奈良医大小児科学教室

西久保敏也，野並京子，高橋幸博 奈良医大生化学教室

吉岡章 田中康春，吉原紘一朗，板谷安佐子

フランス国立健康医学研究所(INSERM)U.l43 神谷知弥
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HIV-1感染患者において，単球・Mφ 系細胞はウイノレ 性は良好でト，長期に渡り 90数%を保ちうる.ITAを最も

スリザーバーとして働く.この細胞系での HIV-1持続 重要な冠状動脈である左前下行枝に用いることにより，

感染成立にはウイノレス・宿主細胞聞の相互作用が必須と SVGを用いた場合より術後 10年の生存率，心臓死回避

推察される.単球系 U937細胞において， HIV持続感染 率，心事故回避率などをいずれも有意に改善しうること

に伴い誘導されるプロテアーゼによる PARPの特異的 を初めて示した.従って題目の答は「是」とする.

分解は細胞核 PARPの恒常的かっ著しい低下をもたら 8) パラフィン包埋切片を用いた PCR法の悪性リン

す.その結果， HIVによるアポトーシスの誘導が抑制さ パ腫診断への応用

れ，安定した持続感染が成立すると推察される. 奈良医大第 1病理学教室

7) 冠動脈再濯・流血管の内皮機能障害について 向井宏樹，美島健二，松岡弘樹

奈良医大第 l内科学教室 山田英二，市島園雄

久我由紀子，西田育功，山崎雅裕

橋本俊雄，籍島 忠，土肥和紘

奈良医大口腔外科学教室

高山賢一

【目的】再潅流冠動脈の内皮依存性弛緩反応を検討し 今回我々は当院にて経験した鼻口腔領域の悪性リンパ

た.【対象と方法】 DirectPTCA後の遠隔期に再狭窄を 腫 13例について PCRを用いて確定診断を下す方法を

示さない心筋梗塞患者 30例を左室造影像から壁運動中 検討した.症例は男性 8例，女性 5例，平均年齢 62歳.

等度低下群(A群〉と高度低下群(B群〉に区分した.ACh 免疫組織化学による診断ではB細胞性 5例 T細胞性 3

を投与し， PTCA施行部と遠位部の冠動脈径変化率(ム 例，判定困難5例であった.これらについて， PCRによ

%)を比較した.【結果】遠位部でのム%は， A群が 38.3 りT細胞性， B細胞性それぞれについて特定の領域を検

%で B群が 72.5%であり， B群が有意に大であった. 索することにより全症例で鑑別可能となった.今後，鑑

【結論】血管内皮の機能障害は再潅流後の遠隔期に存在 別診断に際し PCRが有効であると考えられた.

する 9) 顎顔面奇形の臨床統計的観察

特別講演 I 奈良医大口腔外科学教室

予防医学的見地に立った補体研究ーリウマチ性疾患に 池内正子，堀内克啓，上海道範昭

関してー 森本佳成，上林豊彦，杉村正仁

奈良医大公衆衛生学教室 唇裂，口蓋裂を主体とする顎顔面奇形は，外表奇形の

米増園雄 中で最も多く，口腔外科領域における重要な疾患の一つ

補体第一成分の亜成分(C1q)は分子内の約半分にコラ である.また他部奇形を合併した種々の症候群のー症候

ーゲ構造を持つ特異な蛋白で演者により世界に先駆け であることも多く， NICU，小児科，耳鼻科，胸部外科な

純化された.この成分の血清中レベルは， リウマチ性疾 どとのチームアプローチによる集学的治療を必要とする

患で特異に変動する 慢性関節リウマチに限ると，唯一 場合が少なくない.今回われわれは当科開設以来 13年

回の測定で関節液で早期診断を血清で関節破壊の予後判 10カ月聞に当科を受診した顎顔面奇形患者 260名につ

定をきわめて早期から可能にする.恐れず分子生物学的 いて，臨床統計的観察を行ったのでその概要を報告した.

手法を取り入れ，新しい生体マーカーの測定を可能にす 10) 人椎間円板の無機元素含量とその加齢的変化

ることは，予防医学が究極目的である社会医学にこそ必 奈良医大第 l解剖学教室

要なのかもしれない. 内海員子，東野勢津子，東野義之

特別講演 11 西脇文夫，山田正興，長沼孝至

内胸動脈グラフトの使用は日本人 CABG手術予後を 近畿大学薬学部

改善させうるか?

奈良医大第 3外科学教室

北村惣一郎

南 武志，一居真代，岡崎雄交

人椎問円板の無機元素含量とその加齢的変化を調べる

ために，木学の系統解剖学実習後の遺体(53歳-99歳，

冠状動脈パイパス術(CABG)はconduitgraftとして 男性 8・女性1)の脊柱を用いた.第 2頚椎から仙骨まで

大伏在静脈グラフト (SVG)を用いて始まったが，早期の の椎間円板の元素含量を lnductivelycoupled atomic 

血栓性閉塞が 10%以上にあり，また，術後 7-8年頃より plasma emission spectrom巴tryで分析した.

SVGの粥状硬化がみられグラフトが狭窄，閉塞を来たし 椎間円板の CaとPの含量は頚椎が最高で次いで胸椎，

易い.一方，内胸動脈(lTA)は動脈硬化を生じず，開存 腰椎の順であった.一方， SとMgの含量は部位により有
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意な差は認められなかった.加齢的な変化についても言 14) 結核菌に対する CD4+aβT細胞と γoT細胞の反

及した. 応性

11) 帯状癒疹に合併する分節的運動麻揮について

奈良医大麻酔科学教室

橋爪圭司，山上裕章，古家 仁

帯状癌疹では主に知覚神経が冒され，分節的知覚障害

と痔痛を来すが，時に脊髄前根や前角を障害して，分節

的運動麻湾を起こす.

1986年から 95年までに当科を受診した帯状泡疹計

278例中 6例で，徒手筋力テストで 5分の 3以下の明瞭

な分節的運動麻痔が認められた.63歳男性の右 C5，6帯

状癌疹の 1例は，非可逆性の麻痔を残した.運動麻痔合

併例では，発症早期からの積極的な理学療法と，神経ブ

ロック治療が望まれる.

12) 人工ニューラルネットワークを用いた臨床検査診

断補助システムの開発

奈良医大病態検査学教室

岡本康幸，中野 博

神経団路網のシミュレーションである人工ニューラノレ

ネットワークを用いた臨床検査のコンピューター診断シ

ステムの開発を試みた.今回は，汎用されている生化学

の肝機能検査 10数項目だけを用いて， 4種の慢性肝疾患

と正常対照の判別診断を行った.誤差逆伝幡アルゴリズ

ムのプログラムは， C言語で作成， コンパイノレし， MS 

DOS上で実行した. 139例を学習症例とし，それを基に

未学習の 24例について診断を行い， 67%の正診率を得

Tこ.

13) 日本人の胸大動脈と大脳動脈の無機元素含量の加

齢的変化

一抗原認識能，細胞障害性エフェクタ一機能，サ

イトカイン産生能における類似性および相違性一

奈良医大第 2内科学教室

塚口勝彦，米田尚弘，吉川雅則

徳山 猛，夫 彰啓，岡本行功

山本智生，竹中英昭，岡村英生

仲谷宗裕，小林 厚，成田亘啓

Cas巴 WesternR巴serveUniversity 

Boom，羽T.H.， Elln巴r，J. J 

結核免疫における CD4+aβT細胞と γoT細胞の抗

原認識能，細胞傷害作用，サイトカイン産生能に関して

比較検討した.結果は，認識される抗原は CD4+T細胞

とγoT細胞では明らかに異なっていた.細胞傷害作用

とIFN-γ産生能は，両者とも同等の能力を示したが，共

に抗原特異性を示した.これらの結果から，結核免疫に

おける CD4+T細胞と γoT細胞のちがし、は認識する抗

原であり， ji動く場の違いを反映していることが示唆され

た.

15) ラット化学発癌初期過程におけるコルヒチンによ

る細胞周期阻害の肝発癌促進作用

奈良医大附属がんセンター腫蕩病理学教室

大橋一夫f堤 雅弘，辻内俊文

小林永策，遠藤武弘，北田裕陸

真嶋敏光，小櫨久仁彦，高演 誠

岡島英二郎，小西陽一

奈良医大第 1外科学教室*

中野博重

[方法]ラットにDENを投与し 4時間後に肝部分切除

を行い，肝細胞再生期に細胞周期プロッカーであるコノレ

ヒチンおよび生食を投与する群を作製した.イニシエー

ト細胞の増殖を促した後，実験開始 9ないし 42週に肝の

検索を行った. [結果]コノレヒチン投与群において 9週

人の大動脈と大脳動脈の加齢的変化を調べるために， では大きな前癌病変が多数発生し，第 42週では肝細胞癌

木学の系統解剖学実習後の遺体の胸大動脈と脳底動脈の の発生率ならびに発生個数の増加を観察した. [結語]発

元素含量を Inductivelycoupled atomic plasma emis回 癌初期過程における細胞周期の阻害は，発癌促進的に作

sion spectrometryで分析した. (1)胸大動脈と脳底動脈 用することが示唆された.

のCa，PおよびMgの含量は 70歳以上で顕著に増加す

る.(2)胸大動脈の CaとPの蓄積は，まず最初に中膜に生

じ，その後内膜に生じる.(3)脳底動脈の Caや Pの蓄積量

は胸大動脈よりも少ない.以上の 3点が明らかになった.

奈良医大第 1解剖学教室

東野勢津子，東野義之，内海員子

西脇文夫，森分結実，山田正輿

近畿大学薬学部

南 武志，ー居真代，岡崎雄交
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1) Studies on psychiatric issues of newcomer 

residents in a nursing home 

D~加γtγnent 01 Psychiatη， Nara Medical 

Uη:iveγsity 

Masakazu MIYAKE， Toshifurni KISHIMOTO， 

Masayuki MORIKA WA， Katsuki KITERA 

and Genro IKA W A 

Akitsukounoike Hos，企ital
Motoharu HIRAI and Mitsuru MINAMI 

2) Inhibition by acetylsalicylic acid and p一

bromophenacylbromide of both cirrhosis 

and hepatocarcinogenesis caused by a 

choline-deficient， L-amino acid -defined 

diet in rats 

Dφartment 01 Oncological Pathology， Cancer 

CenteηNara Medical University 

Tak巴hiroENDOH， Ayumi DENDA， Eisaku 

KOBA YASHI， Toshimitsu MAJIMA， Kunihiko 

KOBITSU， Y ozo KOBAYASHI， Dai NAKAE and 

Y oichi KONISHI 

3) The influence of two different point muta・

tions (Arg611Cys and Arg611His) upon the 

function and conformation of von Wille-

brand factor in plasma and platelet 

Dψartment 01 Pediatrics， Nara Mediιロ1Uni-

verszか

Toshiya NISHIKUBO， Kyoko NONAMI， 

Yukihiro TAKAHASHI and Akira YOSHIOKA 

INSERM U. 143， France 

].-P. GIRMA and D目 MEYER

4) Inhibitory effects of N， N'-diphenyl-p-
phenylenediamine of hepatocarcinogenesis 

caused by a choline-deficient L-amino acid 

defined diet containing ethionine in rats 

Dψartment 01 Oncological Pathology， Cancer 

Ce月ter，Nara Medical University 

Eisaku KOBAYASHI， Toshifumi TSUJIUCHI， 

Dai NAKAE， Yasushi MIZUMOTO， Nobuaki 

ANDOH， Takehiro ENDOH， Hiromichi KIT ADA， 

Ayumi DENDA， Masahiro TSUTSUMI and 

Y oichi KONISHI 

ラ) The effect of phasetransition to human 

accomodation 

Depa:γtment 01 0，争'hthalmology，Nara Medical 
Uniむιγsitヲ

Toyoaki MATSUURA， Y oshiaki HARA and 

Mototsugu SAISHIN 

6) Persistent infection of U937 cells with 

HIV-l and poly(ADP-ribose)polymerase 

(PARP) 

Depa:γtγnent 01 Biochemist:η， Nara Medical 

Uηi甘邑，rsit型

Yasuharu T ANAKA， Koichiro YOSHIHARA， 

Asako IT A YA and Tomoya KAMIYA 

7) Vasomotion of the infarct-related coronary 

artery in a late phase after reperfusion ther-

apy 

1st Dψartment 01 lnternal Medicine， Nara 

Medical University 

Yukiko KUGA， Yasunori NISHIDA， 

Masahiro YAMASAKI， Toshio HASHIMOTO， 

Tadashi KAGOSHIMA and Kazuhiro DOHI 

SPECIAL LECTURE I 

Complement research from aspects of preven-

tive medicine 

-Relation to rheumatic diseasesー

Dψartment 01 Public Health， Nara Medical 

University 

Kunio YONEMASU 

SPECIAL LECTURE 11 

Does the use of internal thoracic artery graft 

improve the quality and prognosis of coronary 

bypass grafting surgery in ]apanese popula胸

tion? 
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3rd Dψartment 01 Surgelっ1，Nara Medical 

University 

Soichiro KIT AMURA 

8) Application of polymerase chain reaction to 

diagnose malignant lymphoma using paraι 

fin embedded tissues 

1st Dψartment 01 Pathology， Nara Medical 

University 

Hiroki MUKAI， Kenji MISHIMA， Hiroki 

MATSUOKA， Eiji YAMADA and Kunio 

ICHIJIMA 

De_合artment01 Oral and Ma砂llolacial5ur-

gery， Nara Medical University 

K巴nichiT AKA Y AMA 

9) Clinico-statistical study on maxillofacial 

anomalies 

Dψartment 01 Oral and Maxillolacial Sur-

gery， Nara Medical University 

Masako IKEUCHI， Katsuhiro HORIUCHI， 

Noriaki KAMIKAIDO， Yoshinari MORIMOTO， 

Toyohiko KAMIBA YASHI and Masahito 

SUGIMURA 

10) The relative contents of minerals in human 

intervertebral disks and its age-related 

change 

1st De，争4吋me:ねt01 Anatomy， Nara Medical 

Uη初ersity

Masako UTSUMI， Setsuko TOHNO， Y oshiyuki 

TOHNO， Fumio NISHIWAKI， Masa-oki 

YAMADA and Takaji NAGANUMA 

Faculty 01 Pha押肌ceuticalSciences， Ki:γzki 

Universit_ヲ

Takeshi MINAMI， Masayo ICHII and Yuko 

OKAZAKI 

11) Segmental motor paresis associated with 

herpes zoster 

Dep乱伐胤四t01 A:汎 esth邑siology，Nara Medical 

U抗zversz，旬

Keiji HASHIZUME， Hiroaki YAMAGAMI 

and Hitoshi FURUYA 

12) Development of decision support system for 

the interpretation of laboratory data by an 

artificial neural network 

メ』
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Dψartment 01 Clinico-Labora品。η Diagnos-

tics， Nara Medical University 
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